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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
－少なくとも２つのセンサ（２４、２６、２８、４６）であり、少なくとも１つのセンサ
（２４）が超音波を発生させるように適合された超音波トランスデューサである、センサ
と、
－いくつかの区画（２２）を定める位置決めデバイス（１６）であり、各々の区画（２２
）がセンサ（２４、２６、２８、４６）を保持するように適合され、各々の区画（２２）
が所定の位置に置かれる、位置決めデバイス（１６）であって、被験体の頭蓋骨上に固定
されるように適合されたホルダを含み、ホルダを使用して被験体の頭部上に維持されるよ
うに適合された、位置決めデバイス（１６）と、
を含むことを特徴とする、検出装置（１２）。
【請求項２】
　区画（２２）が、着脱式のケースであるか又は異なる位置に組み込まれる、請求項１に
記載の検出装置。
【請求項３】
　位置決めデバイス（１６）が、周辺部（１８）を有するフレームであり、所定の位置が
、周辺部（１８）に関連付けて定められる、請求項１又は２に記載の検出装置。
【請求項４】
　検出装置（１２）が、所定の寸法を有しかつ区画（２２）におけるセンサ（２４、２６
、２８、４６）の挿入を誘導するために適合された、着脱式のスペーサ（３０、３２、３
４）を更に含む、請求項１～３のうちのいずれかに記載の検出装置。
【請求項５】
　検出装置（１２）が、異なる物理量を測定するように適合された少なくとも２つのセン
サ（２４、２６、２８、４６）を含む、請求項１～４のうちのいずれかに記載の検出装置
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【請求項６】
　位置決めデバイス（１６）がフレームであり、フレームが側部によって区切られた多角
形状を有し、各々の側部が１０センチメートル以下の長さを有する、請求項１～５のうち
のいずれかに記載の検出装置。
【請求項７】
　検出装置（１２）が少なくとも３つのセンサ（２４、２６、２８、４６）を含み、１つ
のセンサ（２４）が超音波トランスデューサであり、１つのセンサ（２６）が加速度セン
サであり、１つのセンサ（２８）が電気信号を測定するように適合される、請求項１～６
のうちのいずれかに記載の検出装置。
【請求項８】
　１つのセンサ（２６）が、印刷された多電極脳波測定箔である、請求項１～７のうちの
いずれかに記載の検出装置。
【請求項９】
　１つのセンサ（２６）が、１つ又は複数の埋込可能脳波測定電極である、請求項１～８
のうちのいずれかに記載の検出装置。
【請求項１０】
　区画（２２）が格子状に配列される、請求項１～９のうちのいずれかに記載の検出装置
。
【請求項１１】
　区画（２２）が交差バー（２０）によって区切られ、バー（２０）の数が１０以上であ
る、請求項１０に記載の検出装置。
【請求項１２】
　各々のセンサ（２４、２６、２８、４６）が、検知部分及び検知部分を所定位置に維持
するように適合された機械的部分を有し、各々のセンサ（２４、２６、２８、４６）毎に
、一方のセンサ（２４、２６、２８、４６）の機械的部分が、少なくとも１つの他方のセ
ンサ（２４、２６、２８、４６）の機械的部分の形状と相補的な形状を有する、請求項１
～１１のうちのいずれかに記載の検出装置。
【請求項１３】
　－いくつかの区画（２２）を定める位置決めデバイス（１６）であり、各々の区画（２
２）がセンサ（２４、２６、２８、４６）を保持するように適合され、各々の区画（２２
）が所定の位置に置かれる、位置決めデバイスと、
－複数の異なるセンサ（２４、２６、２８、４６）と、
－所定の寸法を有し、区画におけるセンサの挿入を誘導するために適合された複数の着脱
式のスペーサ（３０、３２、３４）と、
を含む検出装置を形成するためのキット（４０）。
【請求項１４】
　－測定する物理量を決めることと、
－物理量が測定される部位を決めることと、
－請求項１３に記載のキット（４０）を準備することと、
－請求項１３に記載のキット（４０）の各々の要素のそれぞれの寸法を決めることと、
－所定の基準を満たすように区画（２２）の位置を最適化することと、
を含む、センサを保持するように適合された区画の位置を決定する方法。
【請求項１５】
　基準が、各々のセンサの信号対騒音比が所与の値より極めて大きいこと、および、キッ
ト（４０）を組み立てたときに形成される検出装置（１２）の合計寸法及び重量であるこ
と、という基準のいずれか１つである、請求項１４に記載の方法。
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摘要(译)

本发明涉及一种检测设备（12），其包括：-至少两个传感器（24、26、
28），其中至少一个传感器（24）是适于产生超声波的超声换能器，以
及-定位装置（16） 限定几个隔室（22），每个隔室（22）适于保持传
感器（24、26、28），并且每个隔室（22）位于预定位置，定位装置
（16）包括适于固定的保持器 在对象的头骨上，定位装置（16）适于使
用保持器保持在对象的头部上。
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